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令和４年度第１回 荒尾市地区協議会会長会 議事要旨 

 

日  時：令和４年７月７日（木）午前１０時～１２時００分 

場  所：荒尾市役所 市長公室 

出席者：会長  万田地区協議会   会長 河部 啓宣  

    副会長 万田中央地区協議会 会長 田中 一大  

    委員  荒尾地区協議会   会長 田島 衆一  

    委員  井手川地区協議会  会長 辛島 正春  

    委員  中央地区協議会   会長 中村 泰彦  

    委員  緑ケ丘地区協議会  会長 瀬戸 洋   

    委員  平井地区協議会   会長 内野 修治  

    委員  府本地区協議会   会長 山﨑 和義  

    委員  八幡地区協議会   会長 旭田 国浩  

    委員  有明地区協議会   会長 千井 信介  

    委員  清里地区協議会   会長 前田 和隆  

    委員  桜山地区協議会   会長 吉村 敏行  

荒尾市：浅田市長（挨拶のみ） 

    くらしいきいき課：田中課長、村田課長補佐、岡元、冨重 

（連絡事項）生涯学習課：前田係長、堺 

      防災安全課：日高課長、松藤室長 

      社会福祉協議会：野尻係長、大野 

 

１．会長挨拶（河部会長） 

本日は、暑い中お集りいただきありがとうございます。本当は、早い時期に開催する

予定にしていたが、新型コロナウイルスの影響や、７月に地区担当職員（係長級・参事

級と一般職）の交代等もあったので、今日の開催となりました。 

本日は、第１回目の会議で市長にも来ていただいております。荒尾市も連日１０人前

後の感染者が出ておりますが、コロナと上手に付き合いながら地域活動を行っていく必

要があると感じます。今後の活動に向けて、議論を進めていければと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

２．市長挨拶（浅田市長） 

   日頃から各地区協議会の会長の皆さんには、各地域の特性を生かした地域づくりをは

じめ、自主防災組織、小中学校のコミュニティスクールなど色々な面で大変お世話にな

っておりますことに厚く御礼申し上げます。先日は、台風４号に伴います非常に強い雨
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が早朝にかけて降り続き、市内のいくつかの箇所で道路の冠水が発生しました。１時間

に１２０ミリを超す大雨で、全国報道でも流れまして、心配をされたかと思いますが、

一昨年度、昨年度の大雨と比較すると、大きな被害報告もなく良かったではないかと思

っております。 

   新型コロナウイルスも、ワクチン接種等も進み、減少傾向にはありましたが、最近は

再び増加傾向にあります。特に子どもたちの感染が目立っており、また新しい変異株（BA

５）も出てきており、最近は、特効薬も開発されていますが、やはり基本的な感染対策

を一人一人しっかり行っていくことが重要だと思っております。 

   荒尾市は、今年度市制８０周年を迎えました。記念式典の開催、シティモールの中に

図書館を開館することができました。図書館は、おかげさまで多くの市民が利用されて

おり、また全国からも注目を浴びております。シティモールの方も現在、大規模なリニ

ューアルを行っており、９月にグランドオープンを迎えると聞いております。もう一つ

の中心拠点、荒尾駅周辺のリニューアルに向けても、いよいよ計画策定に動き出すとい

う段階を迎えております。また、南新地につきましても、区画整理事業は、非常に順調

に進んでおります。これからも「暮らしたい街日本一」を目指して地域の皆様と一緒に

力を合わせて取り組んでまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

３．役員改選 

令和３年度の地区協議会会長会役員任期の終了をもち、令和４年度の荒尾市地区協議

会会長会役員改選を実施した。その結果、会長に万田地区協議会河部会長、副会長に万

田中央地区協議会田中会長が就任することが決定した。 

    

４．議題 

   荒尾市地区協議会会長会規約第５条第１項に基づき、河部会長が議長に就任された。

また、同条第２項に基づき、本会の成立が確認された。 

 

〇議題１「令和３年度活動状況及び令和４年度事業計画」について（事務局） 

   事務局から、まずは資料 1に基づき、昨年度の全般的な概要を説明した。その後、各

地区から今年度の事業計画や活動状況などについて説明いただき情報共有を図った。 

  ◇荒尾地区 

    令和３年度の事業はほとんど中止にしたが、コミュニティスクールの会議は参加

し、会議の中でも地区協議会の活動報告等を行った。 

    令和４年度は、６月にペタンク大会を実施する予定だったが、雨天中止になっ

た。今後の大きな行事になると、１１月に小学校と連携した事業「文化祭」を実施

する予定にしている。 

  ◇万田地区 

    令和３年度の事業はほとんど中止にしたが、歩け歩け大会は実施し、抽選会は大

きな賑わいをみせた。 
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    令和４年度も、コロナ次第にはなるが、例年通りの事業を実施する予定にしてい

る。また、荒尾駅のワークショップの参加、のあそび lodge と夕方市の共催の事業

も検討している。 

  ◇万田中央地区 

    令和３年度の事業はほとんど中止にしたが、地区協議会の会議、コンテナハウス

を活用した万なかの会の会議は月１回実施した。 

    令和４年度は、総会も３年ぶりに開催した。除草作業、ミニ門松づくり、どんど

や等は開催する予定にしているが、万田中央ふれあいハウス秋祭りは飲食を伴うの

で、今年度までは中止にしようと思っている。 

  ◇井手川地区 

    令和３年度の事業はほとんど中止にしたが、１２月の防災ウォーキング大会は実

施した。防災部会を立ち上げ、研修会やハザードマップの作成等を行った。防災士

の育成にも力を入れており、現在井手川地区は５名いる。 

    令和４年度は、７月に防災教室、１１月に避難所運営訓練を実施する予定。 

  ◇中央地区 

    令和３年度の事業はほとんど中止にしたが、歩け歩け大会、グラウンドゴルフ大

会は実施した。中央地区の大きな行事「中桜祭」については、３年連続中止。交付

金の３分の１は、中桜祭で使っていたが、備品の購入等を行った。 

    令和４年度もコロナ次第にはなるが、例年通りの活動を行っていく予定。６月に

開催したペタンク大会は、参加者が非常に少なく、特に若い世代の参加者が少ない

のが課題。 

  ◇緑ケ丘地区 

    令和３年度の事業は、７割から８割実施した。美化作業は雨天中止になったが、

みどり祭りは、シティモールで展示会を開催、その他にも小学校と中学校でアール

ブリュット展を開催した。 

    令和４年度の総会は対面開催し、事業は例年通り実施していく予定。 

◇平井地区 

  平井地区の大きな行事「岩本橋鯉のぼりまつり」は、新型コロナウイルスの影響  

で３年連続中止。現在、２年前の７月豪雨で影響を受けた関川の復旧工事が行われ

ており、しばらくは中止になりそうである。 

  令和４年度は、９月に防災フェアを計画している。内容は、消防団によるポンプ

操法の実演、平井小学校の児童を対象とした消防自動車との触れ合い等を検討して

いる。また、１１月に平井史跡ウォーキング、収穫祭を実施する予定。 

◇府本地区 

令和３年度は、行事や会議等はほとんど実施したが、敬老会は屋内で飲食を伴う

ので中止にした。毎年９月下旬に実施しているカライモ掘り大会は、カライモ販売

会に変更して工夫しながら実施した。感染対策、作業・会議時間の短縮などをしっ

かりと行ったうえで実施している。 
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令和４年度は、５月に総会を開催し、昨年度と同様、事業や会議等は実施してい

くこととしている。また、１０年前から府本小校内や通学路の除草、登下校の見守

りが評価され、第１２５回熊日緑のリボン賞を受賞した。 

◇八幡地区 

  例年１０月に実施していた「やはたの文化祭」は新型コロナウイルスの影響で２

年連続中止。３年前までは、８月に実施していたが、温暖化の影響もあり、１０月

に八幡小学校の体育館で実施している。令和３年度は、防災ウォーキング大会、子

ども消防団は感染対策を行いながら実施した。 

  令和４年度は、「やはた文化祭」は実施する方向で、現在役員等で協議している。

また、各行政区の河川危険箇所の確認、避難所等の確認をする防災ウォーキング大

会を毎年実施しているが、毎年参加者数は増えている状況。 

◇有明地区 

地区協議会の活動は、新型コロナウイルスの影響でほとんど実施しなかった。し 

かし、長寿者表彰は実施した。令和３年度は、役員改選の時期で、選考会等複数回

行ったが、立候補者等はおらず、会長、副会長は再任となった。令和４年度は、地

区協議会と元気づくりの統合に向けた話し合いを行っている。 

◇清里地区 

どの地区の課題でもあるが、区長の担い手不足が大きな課題である。また、各地

区で日赤や、赤い羽根の募金等を行っているが、調査した結果、金額にばらつきが

あった。 

令和３年度は、新型コロナウイルスの影響で６月のビーチバレー大会や１０月の

体育大会は中止した。８月の通学路清掃は、少人数で実施した。玉ねぎ関係も屋外

行事であることから実施した。 

令和４年度も引き続き、昨年度同様の活動を行っていく予定。 

◇桜山地区 

令和３年度の事業はほとんど中止にしたが、クリーン作戦、ペタンク大会は実施

した。 

令和４年度は、２年間総会も出来ていなかったが、小学校の体育館を借りて間隔

をとって実施した。事業は、コロナ禍でも地域活動を再開する必要があると考えて

おり、健康増進につながる事業、ペタンク大会、グラウンドゴルフ大会といった屋

外事業については実施する予定。 

 

〇議題２「新型コロナウイルスの影響を受けた地域活動に関する総括」について（事務局） 

   事務局から、新型コロナウイルスの影響を受けた地域活動に関する総括を４つの視点

（会議・事業・運営・市支援）で行った。 

  （質疑応答） 

   特になし。 
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 〇議題３「令和４年度の活動方針」について 

① 地区別計画推進について 

② 荒尾市公式 LINE を活用した情報発信について 

③ 今後のスケジュールについて 

  （質疑応答） 

  ・毎年行っている視察研修は、昨年も安田議長に少し話しをしていたが、議員との意見

交換会を実施したらどうか。 

⇒新型コロナウイルスの感染状況にもよるが、実施の方向で検討していきたい。 

 

５．連絡事項 

（１）生涯学習課 

〇ファミリースポレクあらおについて 

別紙の資料を基に説明。 

令和４年度から、スポレクあらおを大幅に変更して実施する予定。従来は、１日

かけて陸上競技の種目を中心に、徒競走やリレー等を実施していたが、今回からは、

午前中だけという形で、幼児から高齢者までの幅広い世代を対象とし、特に家族で

楽しむことを主体に、初めての人でも、誰もが気軽に参加できるスポーツイベント

を実施する予定にしている。１地区１５組の参加を想定しており、例年行っている

実施要項説明会は実施しない。９月号の広報、市ホームページで周知する予定。 

（質疑応答） 

 ・１地区１５組ならば３０人参加者が必要であるのか。 

⇒その通りである。しかしあくまでも目安なので、３０人で前後しても構わない。 

 ・各地区対抗の競技は実施しないのか。 

⇒その通りである。今までは、小学生等が参加する種目が全然なかったので、今回

から親子でも参加できる種目が中心になる。 

 

 （２）防災安全課 

   〇地区防災計画作成状況 

   〇自主防災組織設立状況 

   〇自主防災組織連絡協議会の設立 

   〇防災士の人数 

別紙の資料を基に説明。 

     説明事項に入る前に、先日発生した台風４号の被害状況について説明がなされた。

自主防災組織設立状況も約８０％にとどまっているので、今後１００％を目指して

いきたいと考えているので、各地区協議会の会長からも呼びかけをぜひ行っていた

だきたい。大規模な災害に備え、市全域の自主防災体制の充実、強化を目的に令和

３年度に自主防災組織連絡協議会を設立した。 

（質疑応答） 
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・防災士養成講座に係る参加者について年齢制限等はあるのか。 

⇒年齢制限はない。昨年は、中学生から８０歳までの参加募集あった。 

  

（３）社会福祉協議会 

〇地域福祉部会活動助成金について 

 別紙の資料を基に説明。社会福祉協議会は、行政区単位ではいきいきサロン等で

大変ご協力をいただいているところではあるが、校区単位のレベルではなかなか出

来ていなかった。今後は、校区単位でできるような取り組みを展開していき、各地

区の会議等に出席して個別にて説明を行う予定。 

（質疑応答） 

・今までに地区協議会での活動実績はあるのか。 

⇒昨年度の２月から開始しており、井手川地区の方で認知症に関する取り組みを

していただいた。 

 ・対象活動は、行政区の活動ではなく、地区協議会での活動が対象となるのか。 

⇒その通りである。年間１２回、各地区協議会に対して助成金を交付する。 

 

  ６.その他 

   〇第１回社会を明るくする運動について 


